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【様式１】 

エントリーシート 

※事務局記入欄 

No.：C-48 

 

部門 

 

地域とともにある学校部門 

学校名 

 

岩手県立遠野高等学校 
 

 

活動名 

新遠野物語プロジェクト ～地域との協働による人材育成～ 

課題の設定：  

地域の活力低下が問題となっている中で、持続可能な地域社会を建設していくためには、地域の課題に根
ざした問題解決や探究活動を通した学びで、自己のあり方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決して
いくための資質・能力を備えた人材が不可欠である。このような人材の育成は、学校、あるいは地域の一方によ
る教育で育成できるものではなく、両者が協働し、学びのシステムを構築していくことで可能になるものであると考
えられる。【資料１】 

方針・計画：  

上記のような資質・能力を備えた人材がこれからの地域社会を担っていくことが期待され、地域社会への還
流となるものと考える。このような人材を育成するために、高校が核となり地域諸団体を巻き込んでコンソーシア
ムを形成する。そして高校及び地域諸団体が協働しながら、地域課題に根ざした多数のゼミナールを開講す
る。生徒は自らの課題意識に添ったゼミを受講し、課題の発見とその解決に向けて実践的な活動を行う。 
【資料２】 

活動内容：  

 地域諸団体と高校が協働して、年間十数回のゼミナールを開講し、探究活動を行う。生徒は学年やクラスを
超えて、自分の課題意識に添ったゼミを選択し受講する。このゼミは地域諸団体の特性を十分に生かしたもの
であり、フィールドワークや実習形式も積極的に取り入れている。また、ここで得られる貴重な「経験」を「学び」に
落とし込むために教員も「教育のプロ」として積極的に関与する。【写真資料】 

活動の成果：  

① アウトプット 
・生徒の意識および行動の望ましい変化【資料３】 
・生徒のコミュニケーション能力やプレゼン能力の向上 
・地域の、高校に対する理解と期待の向上および協力体制の拡充 

② アウトカム 
・生徒のボランティアや地域活動への参加数の増加 
・生徒および教員の、特にキャリア教育に関する向学心の向上 
・高校と地域諸団体の縦の連携および、地域諸団体間の横の連携の強化 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

本プロジェクトの正式名称は「新しい『遠野物語』を創るプロジェクト」であり、平成 29 年からスタートし、今年
度３年目を迎えている。PDCA サイクルが機能しており、年度ごとに進化している。初年度は「経験」がメインで
あったが、２年目は「経験」から「提言」へ、今年度は「経験」⇒「提言」⇒「実践」⇒「評価」まで到達しつつあ
る。地域諸団体と高校の連携が深まり、「経験」が確実に「学び」へと昇華している。また、地域諸団体の協力
も年々増加しており、高校を核とするコンソーシアムも拡充している。 
この取組を視察する高校も増加しており、地方の高校の一つのモデルケースとなり得るものと考える。 
 

【資料１ 概念図】                  【資料２ R１ 開講ゼミナール一覧】 

     【資料３ 生徒アンケートによる評価】                          【写真資料】                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療福祉ゼミ 

郷土芸能ゼミ 

子育て支援ゼミ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰゼミ 発表会プレゼン 


